
彙

報

二
〇
一
四
年
度
後
期
東
洋
学
講
座
講
演
要
旨

(

東
洋
文
庫
創
立
九
十
周
年
記
念
、｢

ア
ジ
ア
の
古
地
図
を
読
む｣)

第
五
四
五
回

一
二
月
一
日

(

月)

中
国
古
地
図
の
世
界

―
地
図
文
化
史
上
の
広
輿
図
―

鳥
取
大
学
非
常
勤
講
師

要

木

佳

美

彙報要木『

広
輿
図』

は
一
五
五
七
年

(

嘉
靖
三
十
六
年)

に
刊
行
さ
れ
た

中
国
最
初
の
総
合
的
地
図
帳
で
あ
る
。

本
講
演
は
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
海
野
一
隆
先
生
の
遺
著

『

地
図

文
化
史
上
の
広
輿
図』
(

東
洋
文
庫
、
二
〇
一
〇
年)

に
よ
り
、
中

国
地
図
史
上
に
お
け
る

『

広
輿
図』

の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
発
表
者

(

要
木)

は
、
海
野
教
授
の
生
前
の
委
託
を
受
け
、

大
阪
大
学
名
誉
教
授
小
林
茂
先
生
、
甲
南
大
学
名
誉
教
授
故
久
武
哲

也
先
生
の
監
修
の
も
と
、
原
稿
の
整
理
・
編
集
を
行
っ
た
。
本
発
表

は
基
本
的
に
本
書
に
よ
っ
て
い
る
が
、『

広
輿
図』

の
著
者
羅
洪
先

の
伝
記
お
よ
び
版
本
な
ど
に
つ
い
て
は
、
編
者
で
あ
る
要
木
が
執
筆

し
て
お
り
、
発
表
に
お
い
て
も
こ
の
部
分
は
そ
れ
に
よ
っ
た
。

中
国
は
地
図
作
成
の
古
い
伝
統
を
も
つ
。
三
世
紀
晋
の
裴
秀
の

『

禹
貢
地
域
図』

(

佚)

以
来
、
方
格
を
も
つ
伝
統
的
な
中
国
図
が
作

成
さ
れ
た
。
現
存
す
る
最
古
の
中
国
図
は
十
二
世
紀
の

『

禹
蹟
図』

(

陝
西
省
博
物
館
蔵)

で
方
格
図
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
元
に
は
、

朱
思
本
の

『

輿
地
図』

(

佚)

な
ど
が
作
成
さ
れ
た
。
現
存
す
る
も

の
と
し
て
朝
鮮
の
権
近
の

『

混
一
疆
理
歴
代
国
都
之
図』

(

一
四
〇

二
年)

が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
伝
統
的
地
図
の
集
大
成
と
い
え
る
の
が
、
明
の
羅
洪
先

の

『

広
輿
図』

で
あ
る
。
所
載
の
地
図
は
そ
れ
以
前
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
正
確
・
精
密
で
、
方
格
を
も
ち
、
伝
統
的
な
地
図
作
成

図
法
を
受
け
継
い
で
い
る
。
ま
た
、
辺
境
図
や
交
通
図
、
周
辺
国
図

を
数
多
く
所
載
す
る
総
合
的
世
界
地
図
帳
で
あ
る
。
十
七
世
紀
マ
テ

オ
・
リ
ッ
チ
が

『

坤
輿
万
国
全
図』

を
作
成
し
て
地
球
球
体
説
を
紹

介
し
た
の
ち
も
、『

広
輿
図』

は
中
国
地
図
と
し
て
影
響
を
持
ち
続

け
た
。
清
朝
十
八
世
紀
に
経
緯
線
を
も
つ
近
代
的
地
図

『

皇
輿
全
覧

図』
(

康
煕
図)

が
作
成
さ
れ
る
ま
で
、『

広
輿
図』

は
中
国
に
お
け

る
最
も
優
れ
た
地
図
帳
で
あ
っ
た
。

『

広
輿
図』

の
著
者
羅
洪
先

(

一
五
〇
四
〜
一
五
六
〇)

は
、
有

名
な
陽
明
学
者
で
あ
る
。
羅
洪
先
は
江
西
吉
水
出
身
、
嘉
靖
八
年
状

元
で
進
士
に
合
格
し
、
翰
林
院
時
代
に
宮
中
の
地
図
を
見
る
機
会
を

得
た
。
三
十
七
歳
で
職
を
辞
し
故
郷
に
家
居
し
て
の
ち
は
陽
明
学
者

彙
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木
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と
し
て
活
躍
し
、
聶
豹
・
欧
陽
徳
・
鄒
守
益
ら
陽
明
学
の
主
要
な
学

者
達
と
講
学
を
通
じ
て
交
流
し
た
。
当
時
は
北
虜
南
倭
の
時
代
で
、

大
き
な
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
羅
洪
先
は
、
軍
事
に
対
し
て
強
い
関

心
を
も
っ
た
。
軍
事
お
よ
び
科
学
方
面
に
関
心
が
強
い
当
時
の
軍
事

担
当
官
僚
達
と
陽
明
学
を
通
じ
て
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
地

図
を
収
集
し
地
理
的
研
究
を
進
め
た
。『

広
輿
図』

作
成
の
意
図
は
、

現
実
の
軍
事
的
危
機
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
実
用
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
陽
明
学
右
派
の
学
問
は
実
際
の
政
治
と
の
関
わ
り
、
実
践
を
重

ん
じ
、
経
世
致
用
の
学
へ
と
発
展
し
、
明
末
科
学
技
術
の
様
々
な
分

野
の
学
問
・
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。『
広
輿
図』

は
陽
明
学
か
ら
経

世
致
用
の
学
へ
の
学
問
の
流
れ
の
中
で
著
さ
れ
た
、
伝
統
的
地
理
学

の
一
つ
の
集
大
成
で
あ
り
金
字
塔
で
あ
っ
た
。

『

広
輿
図』

の
初
版
本

(

中
国
国
家
図
書
館
蔵)

は
嘉
靖
三
十
六

年

(

一
五
五
七
年)

に
出
版
さ
れ
、
嘉
靖
四
十
年
に
胡
松
ら
に
よ
り

日
本
図
な
ど
を
附
け
た
増
補
版
が
出
版
さ
れ
た
。
十
八
世
紀
末
ま
で

計
八
回
版
を
重
ね
た
こ
と
は
、
需
要
・
影
響
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て

い
る
。

『

広
輿
図』

の
中
国
全
図
と
各
省
図
は
、
元
の
朱
思
本
の

『

輿
地

図』
(

一
三
二
〇
年
頃)

(

佚)

を
基
本
的
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
て

い
る
。
朱
思
本
は
江
西
臨
川
の
人
で
道
士
で
あ
る
。『

輿
地
図』

は

方
格
図
法
に
よ
る
大
型
の
一
枚
図
で
あ
り
、『

広
輿
図』

は
中
国
伝

統
の
方
格
図
法
を
受
け
継
い
で
い
る
。

『

広
輿
図』

は
地
図
を
主
体
と
し
て
記
事
を
合
わ
せ
も
つ
総
合
的

地
図
帳
で
、
黄
河
図
、
海
運
図
な
ど
の
主
題
図
と
、
九
辺
図
な
ど
十

六
枚
も
の
辺
境
図
を
所
載
す
る
。
こ
れ
は
羅
洪
先
の
経
済
・
交
通
お

よ
び
辺
境
へ
の
関
心
の
強
さ
を
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『

広
輿
図』

の
特
徴
は
世
界
地
図
帳
で
あ
る
こ
と
で
、
朝
鮮
・
安
南
や
、
増
補
版

で
は
、
日
本
図
な
ど
を
含
む
周
辺
図
を
多
く
所
載
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
周
辺
図
は
現
地
の
土
着
の
地
図
や
、
李
沢
民

(

元)

系
地
図
な

ど
を
資
料
と
し
て
い
る
。

『

広
輿
図』

は
出
版
後
多
く
の
地
図
や
書
物
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。『

広
輿
図』

の
体
裁
や
構
成
を
ま
ね
た
地
図
帳
が
次
々
と
出

版
さ
れ
た
。
ま
た
清
末
ま
で
、
地
誌
・
軍
事
・
水
利
・
百
科
全
書
・

天
文
な
ど
多
く
の
分
野
の
書
物
に
、『

広
輿
図』

の
精
密
な
地
図
が

転
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

『

広
輿
図』

を
利
用
し
た
一
枚
図
も
数

多
く
出
版
さ
れ
、
康
煕
図
出
現
以
後
も
民
間
で
需
要
が
多
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に

『

広
輿
図』

は
、
十
九
世
紀
末
ま
で
中
国
で
は
最
も
重

要
な
中
国
図
と
し
て
利
用
さ
れ
続
け
た
。

『

広
輿
図』

は
十
七
世
紀
初
頭
イ
タ
リ
ア
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師

や
イ
ギ
リ
ス
の
航
海
家
な
ど
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
来
し
た
。

サ
ン
ソ
ン

(

仏)

の

『

ア
ジ
ア』

所
収
の

｢

中
国
図｣

な
ど
、『

広

輿
図』

を
利
用
し
て
、
そ
れ
以
前
と
は
異
な
る
正
確
な
中
国
図
が
作

成
、
刊
行
さ
れ
た
。
特
に
重
要
な
も
の
は
、
ブ
ラ
ウ

(

蘭)

の

『

新

地
図
帳』
所
収
の
、
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ

(

伊)

の

『

中
国
新
図』

(

一

東

洋

学

報

第
九
十
七
巻

96

九
六



六
五
五
年)

(

東
洋
文
庫
蔵)

で
、
仏
・
独
・
蘭
・
ラ
テ
ン
語
版
が

出
版
さ
れ
、
好
評
を
博
し
た
。
十
八
世
紀
後
半

『

皇
輿
全
覧
図』

に

よ
る
ダ
ン
ヴ
ィ
ル

(

仏)

の

『

中
国
新
地
図
帳』

が
出
版
さ
れ
る
ま

で
、『

広
輿
図』

の
中
国
図
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
も
信
頼
で

き
る
中
国
図
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
広
輿
図』

は
中
国
伝
統
的
地
図
の
一
つ
の
集

大
成
で
あ
り
、
中
国
地
図
界
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
地
図
界
に
お
け
る

中
国
認
識
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

第
五
四
六
回

一
二
月
三
日

(
水)

山
形
細
谷

(

細
矢)

家
伝
来

｢
大
明
地
理
之
図｣

―
江
戸
時
代
の
東
ア
ジ
ア
大
絵
図
―

東

洋

文

庫

研

究

員

東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授

細

谷

良

夫

東

洋

文

庫

研

究

員

東
北
学
院
大
学
准
教
授

小

沼

孝

博

彙報細谷小沼｢

大
明
地
理
之
図｣

は
、
明
代
の
中
国
を
中
心
に
、
朝
鮮
・
日
本
・

琉
球
・
安
南
な
ど
を
彩
色
で
描
い
た
巨
大
な
東
ア
ジ
ア
絵
図
で
あ
る
。

原
図
の
存
在
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
現
存
す
る
い
く
つ
か

の
模
写
図
の
特
徴
か
ら
、
明
末
に
中
国
で
作
成
さ
れ
た
も
の
が
将
来

さ
れ
た
可
能
性
は
棄
て
き
れ
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
前

期
の
日
本
で
成
立
し
、
十
七
世
紀
後
半
以
降
、
複
数
の
模
写
図
が
作

成
さ
れ
始
め
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
本
講
演
で
は
、
山
形
城

下
で
代
々
医
業
を
営
む
家
系
に
生
ま
れ
た
細
矢
玄
俊

(

一
七
八
六
〜

一
八
四
九)

が
文
化
十
一
年

(

一
八
一
四)

に
模
写
し
、
以
来
細
谷

家

(

明
治
期
に
細
矢
か
ら
改
め
る)

に
伝
来
し
て
き
た

｢

大
明
地
理

之
図｣

を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
を
紹
介
し
た
。
な
お
本
図
は
、
二

〇
一
四
年
度
、
細
谷
家
現
当
主
の
細
谷
良
夫
に
よ
り
東
洋
文
庫
に
寄

贈
さ
れ
た
。

細
谷
家
に
伝
わ
る
系
譜
、
お
よ
び
古
文
書
群

(｢

細
谷
家
文
書｣

、

東
北
学
院
大
学
所
蔵)

に
よ
る
と
、
そ
の

｢

遠
祖｣

は
出
羽
守
斯
波

兼
頼(

一
三
一
五
〜
一
三
七
九)

と
さ
れ
、
最
上
義
光
の
家
臣
と
な
っ

た
良
俊

(

？
〜
一
六
四
三)

が

｢

大
祖
先｣

と
さ
れ
る
。
こ
の
良
俊

が
弓
矢
に
長
じ
て
い
た
た
め
、
世
人
は
彼
を

｢

矢
氏｣

と
呼
ん
だ
が
、

謙
遜
し
て

｢

細
矢｣

を
名
の
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

｢

医
業
之

祖｣

と
称
さ
れ
る
玄
沢

(

一
六
九
一
〜
一
七
三
三)

の
代
よ
り
医
業

の
道
に
入
り
、
山
形
藩
の｢

御
用
医｣

な
ど
を
つ
と
め
る
家
系
と
な
っ

た
。
そ
の
医
業
六
世
に
あ
た
る
玄
俊
は
、
文
化
三
年

(

一
八
〇
六)

に
医
学
を
修
め
る
た
め
上
洛
し
、
翌
年
よ
り
仁
和
寺
家
臣
と
な
る
も
、

文
政
二
年

(

一
八
一
九)

に
は
山
形
に
帰
郷
し
て
家
督
・
家
業
を
継

い
だ
。
多
芸
多
才
の
人
物
で
、
か
つ
蔵
書
家
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

細
谷
家
版

｢

大
明
地
理
之
図｣

に
は
、｢

文
化
十
一
年
甲
戌
孟
春

彙
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五
日
細
矢
惟
直
模
冩
之｣

と
い
う
一
文
と
、｢

玄
俊｣

｢

敬
義
堂
圖
書

印｣
｢

惟
直｣

｢

字
伯
温｣

と
い
う
、
す
べ
て
玄
俊
を
指
す
四
つ
の
印

記
が
残
さ
れ
て
お
り
、
玄
俊
本
人
が
京
都
滞
在
中
に
本
図
を
模
写
し

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
形
状
は
軸
装
四
幅
に
仕
立
て
ら
れ
、
一
幅
あ

た
り
の
大
き
さ
は
縦
約
三
四
五
セ
ン
チ
×
横
約
九
〇
セ
ン
チ
、
東
か

ら
西
に
第
一
図
・
第
二
図
・
第
三
図
・
第
四
図
と
な
っ
て
い
る
。
海

上
に
浮
か
ぶ
帆
船
に
は
和
船
と
唐
船
の
別
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
乗
船

者
の
様
相
は
異
な
る
。
陸
地
は
区
域
ご
と
に
色
分
け
さ
れ
、
明
代
の

主
要
な
地
域
や
都
市
の
名
称
だ
け
で
な
く
、
古
地
名
や
名
所
旧
跡
が

細
か
く
描
き
込
ま
れ
、
随
所
に
漢
文
の
註
記
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い

る
。
現
存
す
る

｢

大
明
地
理
之
図｣
の
模
写
図
の
な
か
で
、
細
谷
家

版
は
そ
の
精
巧
さ
と
保
存
状
態
か
ら
い
っ
て
群
を
抜
く
逸
品
で
あ
る
。

｢

大
明
地
理
之
図｣

の
作
成
お
よ
び
模
写
の
過
程
は
不
明
な
点
が

多
く
、
今
後
の
検
証
に
ゆ
だ
ね
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
絵
図
上
に

｢

興

都｣

が
見
出
せ
る
こ
と
は
、
作
成
年
代
を
推
定
す
る
材
料
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
安
陸
州
が
置
か
れ
て
い
た
こ
の
地

(

現
湖
北
省
鍾
祥
市)

に
、
弘
治
七
年

(

一
四
九
四)

に
興
王
府
が
就
藩
し
た
。
そ
の
興
王

府
よ
り
第
十
二
代
皇
帝
・
嘉
靖
帝

(

在
位
一
五
二
一
〜
六
六)

が
出

た
た
め
、
即
位
後
の
嘉
靖
十
年

(

一
五
三
一)

に
興
都
と
命
名
さ
れ

た
。
ゆ
え
に

｢

大
明
地
理
之
図｣

の
作
成
は
興
都
の
成
立
以
降
と
な

る
。細

谷
版
の
第
一
図
に
あ
る

｢

例
記｣

の
冒
頭
に
は

｢

此
圖
以
禹
貢

一
統
志
圖
書
編
等
考
焉｣

と
あ
り
、『

禹
貢』

『

大
明
一
統
志』

『

図

書
編』

等
が
参
考
に
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
文
言
は
、
成
立

が
早
い
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵

｢

大
明
地
理
之
図｣

(

元

禄
三
年

[

一
六
九
〇]

模
写
、
以
下

｢

東
大
版｣)

に
も
見
ら
れ
、

実
際
に
こ
れ
ら
中
国
地
理
書
に
由
来
す
る
註
記
を
確
認
で
き
る
。
と

こ
ろ
が
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵

｢

大
明
地
理
之
図｣

(

以
下

｢

京
大
版｣)

は
、
成
立
年
代
不
明
な
が
ら
も
、
上
記
一
文
の

個
所
が

｢

此�
大
明
秘
蔵
焉
而
以
世
罕
也｣

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

京
大
版
で
は
絵
図
中
に
註
記
が
少
な
く
、
地
名
の
位
置
比
定
に
も
誤

り
が
あ
る
が
、
東
大
版
・
細
谷
家
版
に
そ
の
誤
り
は
反
映
し
て
い
な

い
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
琉
球
の
形
状
で
あ
る
。
京
大
版
に
描
か

れ
る

｢

大
琉
球｣

が
単
な
る
島
の
絵
図
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、

東
大
版
・
細
谷
家
版
の

｢

琉
球
国｣

に
は

｢

中
山
王
城｣

な
ど
の
建

造
物
が
描
か
れ
島
の
形
態
も
異
な
る
。
後
者
は
鄭
若
曾

(

一
五
〇
三

〜
七
〇)

が
著
し
た

『

琉
球
図
説』

所
載
の

｢

琉
球
国
図｣

を
参
考

に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
京
大
版
が
原
図
に
近
い
特
徴
を
残
し

て
い
る
と
す
れ
ば
、
以
上
の
相
違
点
は
、｢

大
明
地
理
之
図｣

の
成

立
以
降
、
日
本
に
お
け
る
模
写
過
程
で
考
証
補
正
と
情
報
添
加
が
な

さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
東
大
版
に
模
写
者
の
筆
で

｢

模
写
之
且

補
之｣

と
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
傍
証
た
り
え
よ
う
。

｢
大
明
地
理
之
図｣

は
、
明
の
時
代
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
時

代
の
情
報
が
つ
ま
っ
た
一
種
の
歴
史
地
図
で
あ
る
。
ま
た
、
九
州
北
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部
と
寧
波
の
間
に
朱
線
が
引
か
れ
、
髷
を
結
っ
た
和
装
男
性
の
乗
る

和
船
が
そ
の
上
を
は
し
る
。
こ
の
線
は
室
町
時
代
の
日
明
貿
易

(

勘

合
貿
易)
の
主
要
ル
ー
ト
と
重
な
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
江
戸
時

代
に
入
る
と
日
本
人
の
海
外
渡
航
は
禁
止
さ
れ
た
。
玄
俊
を
は
じ
め
、

｢

鎖
国｣

の
時
代
に
生
き
た
人
々
は
、｢

大
明
地
理
之
図｣

を
模
写
す

る
こ
と
で
大
陸
の
歴
史
と
地
理
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。｢

大
明
地
理
之
図｣

は
、
江
戸
時
代
の
日
本
に
お
け
る
地
図

作
成
、
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
認
識
の
実
態
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
い

え
よ
う
。

第
五
四
七
回

一
二
月
四
日

(

木)

地
理
的
認
識
の
交
流
―
古
地
図
か
ら
―

京
都
大
学
名
誉
教
授

応

地

利

明

彙報応地

一
二
〜
一
四
世
紀
に
日
本
・
中
国
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
作
成
さ

れ
た
三
つ
の
世
界
図
を
と
り
あ
げ
て
、
当
時
の
文
化
圏
が
そ
れ
ぞ
れ

に
構
築
し
て
き
た
世
界
認
識
と
そ
の
交
流
に
つ
い
て
述
べ
た
。

(

一)
｢

五
天
竺
図｣

(

重
懐
書
写
、
法
隆
寺
・
北
室
院
蔵)

、
一
三

六
四
年

(

貞
治
三)

現
存
す
る
日
本
最
古
の
世
界
図
で
、
三
つ
の
世
界
認
識
の
コ
ラ
ー

ジ
ュ
を
基
本
構
成
と
す
る
。
①
古
代
印
度
の
世
界
認
識
に
淵
源
す
る

仏
教
的
世
界
観
、
②
古
代
日
本
で
成
立
し
た
三
国
世
界
観
、
③
古
代

西
域
で
成
立
し
中
国
の
仏
教
僧
の
間
で
共
有
さ
れ
た
四
天
子
国
世
界

観
の
三
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
図
上
で
は
、
①
が
仏
典
記
載
の

｢

北
広
南
狭
、
三
辺
量
等
、
其
相
如
車｣

に
も
と
づ
く
人
間
の
居
住

大
陸
＝
贍
部
州
の
構
図
、
楽
園
＝
無
熱
悩
池
と
そ
こ
か
ら
流
出
し
贍

部
州
を
潤
す
四
大
河
川
の
描
出
、
②
が
世
界
を
構
成
す
る
三
国
＝
日

本
・
震
旦

(

中
国)

・
天
竺

(

印
度)

の
配
置
、
③
が
贍
部
州
を
分

割
・
統
治
す
る
四
人
の
天
子
＝
人
主
・
象
主
・
宝
主
・
馬
主
と
そ
の

領
域
に
関
す
る
囲
み
解
説
と
な
る
。

興
味
ぶ
か
い
の
は
、
②
に
も
と
づ
く

｢

巨
大
な
天
竺｣

に
対
す
る

｢

過
小
な
震
旦｣

と
い
う
描
出
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
贍
部
州
の
中

核
は
天
竺
で
あ
り
、
震
旦
は
そ
の
付
属
的
存
在
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
と
り
う
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
当
時
の
対
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
興
隆
が
あ
っ
た
。
震
旦
の
過
小
描
出
は
、｢

五
天
竺
図｣

と

ほ
ぼ
同
時
代
の
北
畠
親
房
が

『

神
皇
正
統
記』

(

一
三
三
九
年
、
延

元
四)

の
冒
頭
で
述
べ
る

｢

震
旦
ひ
ろ
し
と
い
え
ど
も
五
天

(

竺)

に
な
ら
ぶ
れ
ば
一
辺
の
小
国
な
り｣

と
い
う
言
説
と
照
応
す
る
。

(

二)
｢

古
今
華
夷
区
域�怱
要
図｣

(

税
安
礼

『

歴
代
地
理
指
掌
図』

所
収)
、
一
一
四
〇
年
こ
ろ

(

南
宋
・
紹
興
年
間
前
半)

現
存
す
る
世
界
最
古
の
印
行
世
界
図
と
さ
れ
る
。
そ
の
大
き
な
特

質
は
、｢
五
天
竺
図｣

と
は
異
な
っ
て
、
他
文
化
圏
で
成
立
し
た
世
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界
認
識
を
受
容
す
る
こ
と
な
く
、
独
自
の
中
華
思
想
を
も
と
に
世
界

を
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、｢

天
円
地
方｣

と
い

う
漢
族
的
世
界
認
識
に
も
と
づ
く
基
本
構
図
、｢

華
夷
意
識｣

に
も

と
づ
く
世
界
の

｢

華
＝
文
明
、
夷
＝
野
蛮｣

へ
の
両
分
と
描
出
、

｢

夷
＝
野
蛮｣
の
〈
慕
徳
・
朝
貢
の
蕃
夷
〉
と
〈
純
然
た
る
蕃
夷
〉

と
の
弁
別
と
前
者
の
み
の
記
入
、｢

華
＝
文
明｣

の
地
を
聖
化
す
る

五
岳
＝
泰
山
・
衡
山
・
華
山
・
嵩
山
・
恒
山
の
強
調
記
入
な
ど
が
あ

る
。
五
岳
は

｢

地
の
天
子｣
が

｢

天
な
る
天
帝｣

に
報
告
と
感
謝
を

捧
げ
る
封
禅
・
祭
天
の
儀
の
挙
式
場
で
あ
り
、｢

古
今
華
夷
区
域�怱

要
図｣

が
そ
れ
ら
を
強
調
記
入
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
同
時
に
、
そ
れ
は
、
仏
教
的
世
界
観
に
立
つ

｢

五
天
竺
図｣

で
の

四
大
河
川
の
強
調
と
は
顕
著
な
対
照
を
な
す
。

(

三)

イ
ド
リ
ー
ス
ィ
ー
図
、
一
一
五
四
年

地
中
海
中
部
の
シ
シ
リ
ア
島
に
成
立
し
た
ノ
ル
マ
ン
・
シ
シ
リ
ア

王
朝
の
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
二
世

(

在
位
一
〇
九
五
〜
一
一
五
四
年)

の

命
に
よ
り
イ
ド
リ
ー
ス
ィ
ー
が
作
成
し
た
世
界
図
で
あ
る
。
同
王
朝

下
の
シ
シ
リ
ア
は
、
キ
リ
ス
ト
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
・
イ
ス
ラ
ー
ム
が
共

生
し
あ
う
地
で
あ
っ
た
。
イ
ド
リ
ー
ス
ィ
ー
自
身
も
ム
ス
レ
ム
で
あ

り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
王
の
命
に
よ
っ
て
世
界
図
を
作
成
し
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
性
を
も
と
に
積
極
的
な
交
流
を
行

な
い
つ
つ
、
妥
当
性
を
も
つ
と
判
断
で
き
る
も
の
の
み
を
受
容
す
る

と
い
う
実
証
性
、
そ
れ
が
イ
ド
リ
ー
ス
ィ
ー
図
の
世
界
描
出
を
貫
く

精
神
で
あ
る
。

そ
の
典
型
が
、
二
世
紀
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
図
の
継
承
と
革
新
で

あ
る
。
イ
ド
リ
ー
ス
ィ
ー
は
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
か
ら
経
緯
線
だ
け

で
な
く
、
緯
線
の
基
準
を
赤
道
、
経
線
の
基
準
を
カ
ナ
リ
ア
諸
島
と

す
る
設
定
を
受
容
す
る
。
ま
た
北
半
球
を
ク
リ
マ
ー
タ

(

イ
ク
リ
ー

ム)

に
よ
っ
て
七
気
候
帯
に
区
分
す
る
こ
と
も
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス

の
継
承
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
作
図
準
拠
枠
だ
け
で
な
く
、

特
徴
的
な
ナ
イ
ル
川
の
描
出
も
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
に
も
と
づ
く
。

し
か
し
最
大
の
革
新
は
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
が
巨
大
な
内
海
と
し

て
い
た
イ
ン
ド
洋
の
外
洋
へ
の
解
放
に
あ
る
。
イ
ド
リ
ー
ス
ィ
ー
図

が
作
成
さ
れ
た
一
二
世
紀
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は
イ
ン
ド
洋

が
開
か
れ
た
海
洋
で
あ
る
こ
と
は

｢

常
識｣

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

彼
が
イ
ン
ド
洋
を
大
洋
と
し
て
描
い
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
同
図

の
イ
ン
ド
洋
北
岸
と
り
わ
け
そ
の
東
端
部
の
描
出
に
注
目
す
る
と
、

北
方
か
ら
南
下
し
て
き
た
海
岸
線
が
西
へ
と
大
き
く
転
じ
る
転
換
帯

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
の
海
岸
線
を

｢

古
今
華
夷
区
域

�怱
要
図｣

の
陸
域
南
東
端
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
両
図
の
海
岸
線
は

見
事
に
一
致
す
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、｢

古
今
華
夷
区
域�怱
要
図｣

が
印
刷

さ
れ
た
単
行
本
の
収
載
図
で
あ
り
、
当
時
の
バ
ク
ダ
ー
ド
に
は
漢
籍

が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
記
録
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
刊
行
直
後
の

『

歴
代
地
理
指
掌
図』

が
最
新
の
東
方
ア
ジ
ア
の
地
理
的
情
報
と
し
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て
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
将
来
さ
れ
、
そ
れ
に
準
拠
し
て
イ
ド
リ
ー
ス
ィ
ー

が
ア
ジ
ア
大
陸
南
東
端
を
描
出
し
た
と
の
推
考
が
な
り
た
つ
。
東
洋

文
庫
所
蔵
の

『

歴
代
地
理
指
掌
図』

は
稀
覯
書
と
し
て
名
高
く
、
当

日
も
会
場
に
展
示
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
書
が
収
載
す
る

｢

古
今

華
夷
区
域�怱
要
図｣

の
紙
背
に
、
こ
の
よ
う
な
壮
大
な
交
流
を
読
み

取
り
う
る
の
は
楽
し
い
。
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